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取締役会の構成（2025年6月26日時点）

未来を拓く、実効的なガバナンスへ
株主・投資家の皆様との対話は、私たちのガバナンスを進化させる上で不可欠な羅

針盤です。現中期経営計画「サステナビリティ・トランスフォーメーション2030 ～1st 

Stage～」の進捗が皆様のご期待に沿う結果となっていないことを真摯に受け止めてい

ます。これまでも私たちは、独立社外取締役である私が議長を務め、議題設定の在り方

や事前説明を充実させるなど、取締役会での議論を本質的なものにするための基盤を整

えてきました。その上で、計画達成を阻んだ要因の一つとして、高い志を掲げるものの、リ

スクシナリオの検討やフォローが十分でない経営の進め方があったと分析しています。こ

うした状況を踏まえ、取締役会として監督機能を一層有効に発揮していく決意です。

現在進めている中期経営計画の見直しにおいても、その監督責任を主体的に果たして

います。具体的には、計画との乖離が生じた根本原因の分析と、実効性の高い打ち手の

策定および実行を執行側に強く促すなど、企業価値向上に資する議論をリードしています。

特に重視しているのが「モニタリングの質の向上」です。これは、財務指標の進捗確認にと

どまらず、事業ポートフォリオ変革やそれを支える人材戦略といった、未来の企業価値の

源泉となる非財務価値の向上にまで踏み込んで議論を深めていくということです。計画

と現実の間に生じるギャップを早期に捉え、建設的な議論を通じて「次の一手」を導き出す。

それこそが、企業価値向上に貢献する取締役会の重要な役割だと認識しています。

 私の役割は、「監督や牽制」により、執行と建設的な緊張関係を保ちつつ、未来に向け

た対話を通じて、事業のプロたる執行陣が具体的な変革手段を生み出し、それを加速さ

せる「触媒」となることだと捉えています。事業ポートフォリオと、それを実行する経営の

質の変革を成し遂げ、ヤマトグループを力強い成長軌道に乗せるべく、取締役会は、その

実効性を常に問い続けながら、企業価値の持続的な向上に貢献してまいります。
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独立役員構成比率
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